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　昭和50年6月11日

宇宙開発委員会技術部会



　　　　　　　　　　　　は　　じ　　め　　㌍

　　　　　宇宙開発委員会技術部会は・第一分科会に誇いて・東京大学宇宙航空研究

　　　　所が行った昭和49年度第2次観測ロケット実験の結果（科学観測の結果を

ρ●
　　　　除く。）及び宇宙開発箏業団が行った第11回ロケット打上げ実験の結果を

　　　　評価するために岬な技納顯ゆいて・昭和5・年4月24日以来慎重

　　　　欄査鶴甲ねてきたが・このたびその結果をとりまとやたので報告する・

　　　　　な夢，今回の調査審議は，東京大学字宙航空研究所関係としては・M－3C

｝＿ト2号機の打上げ実験縣また，宇宙開購団関係としては・．

＼｛

　　0　　試験用ロケット2号機の打上げ実験の結果を対象とするものである。
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1　東京大学宇宙航空研究所関係

　　　M＿5Cロケ』ト2号機の打上げ実験

　1　実験の概要

　（1）実験の目的

　　　　M－3Cロケット2号機の打上げ実験は，　M－3Cロケット1号機

　　　による試験：衛星MS－T2「たんせい2号」の打上げ成果に基づいて・

　　　第3号科学衛星（SRATS）を打上げ・太陽X線・太陽紫外線・地

　　　球のコロナ及び中間紫外放射，正イオンの組成・温度及び密度並びに

　　　電子の温度及び密度の観測を行うことを目的としたものである。

　　（2）M－3Cロケット2号機の概要

　　　　M－5Cロケットは，科学衛星打上げのために計画された5段式ロ

　　　ケットである。

　　　　M－5Cロケット2号機の形状及群諸元は・それぞれ図1及び表1

　　　に示すと寿りである。

　　　　班一5Cロケット2号機は，三一3Cロケット1号機と比較して，

　　　主として次のような改良を加えている。

　　　①　第3段ロケットのモータケースの軽量化を図ることによって推進

　　　　薬重量を約20kg増加し・性能の向上を図った。

　　　②　瓢一5Cロケット1号機の打上げ実験に澄ける2次流体噴射推力

　　　　方向制御（以下，「SITVC」という。）装置の噴射液の消費量か

　　　　らみて，その搭載量を1号機の半分の約404とし，噴射液タンク

　　　　の個数を8個から4個に減らした。

　　（3）第5号科学衛星（SRATS）の概要

　　　　第5号科学衛星（SRATS：Solar　Radiation　and

一1一
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Thermosp恥ric　Structure　Satellite）・は，・・太陽

放射線と地球熱圏との相互作用を研究するための衛星であり，その重

量は約86kg，形状は図2に示すと澄りである。7｝た，・S，RATSに

搭載されている主要機器は表2のと澄りである。
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」…；lil：　　　　　　　　　　　　　　表1　M－3Cロケット2号機の諸元

5　　　段
●　　一9

S　　長　　㈲ 20，241 8，395 2，559

直　　径　　ω 1，410 1，410 1，136
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rB：補助ブースタ（直径0．31m，長さ5．8m，2本組x4）

rA：第3号科学衛星（SRATS）

P・2段個別の長さと重量（ノーズフェアリングを含む）

嵌 長さ㈲
i重量（t） 　　　　　　　　●

�@　　　考

11
12．8 26．5 補助ブースタを含まず

1．＿＿

p2一 5．3 只8

@　：

…
一

一4一

1

罵子濫度測定装置

総

◎

IEイオン温度・
密度測定装置

・⊃

●

一
〇

地盛気センサー

UHFアンテナ

　　　　り
1＼・、

へ

　　　　　　　　1，一・テーションダンパ

太陽電池

1

o

・o

1［7

　　　　／・　　／
　　4／

9

夢．

／一
∠一　．　。『う・

鶉ソミ

ド
長
一

・ず曼．

4
：
・
●
6
●
0
■
●
●
■
●
6
・
●
e
C
士
・
■
↑

：＿＿
ヤ
●
・
6
‘
・
当
り
●
「
■
■
∂
∂
3
才
一

や
O
●
0
0
0
●
■
●
●
●
・
？
●
●
・
●
一

電子密度測定装置

＼．．．

D
，
’
1

蔚・　員

@　　　　　｝　　・　一一　一一

@L一一一『1　齢0　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

も　プラズマ流方向測定装置

’

●
●
・
●
・
●
・
●
曹
1

MACコイル

島　監

l
I
I
L
H
開
嗣
一
記
N

O

●
己
●
▲
ユ
？
φ
■
■
◎
●
■
ゐ
・
●
‡

〔
］

●

…

1汎＿け

主柱部 搭載機器

VHFアンテナ

着脱コネクタ。

図2　第3号科学衛星（S：RATS）の形状
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＿＿．＿＿．峯≧　　笙5号科学衛星（SRATS）の主要搭載機器

1．　観測機器系 ｝太陽X二二雑（SXR）

1太陽三子定装置（SXU）

正イオン組成測定装置（CPI）

正イオン温度・密度測定装置（TPI）

電子温度測定装置（TEL）

電子密度測定装置（IMP）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1

2・　観測器制御系 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『ﾏ測二二御用信号発生装置（CLOCK）

観測時刻表示装置（DTI）　　　　　　　　　・

プラズマ流方向測定麺（PD、）＼　0

3．　姿勢検出系（AD） 地磁気センサ（GA）

太陽センサ（DSS）

水平線センサ（HOR）

4．　姿勢安定制御系（AC） ニューテーションダンパ（ND）

ヨーヨーデスピナ（YYD）

スピン制御装置（MSC）

スピン軸方向制御装置（MAC）

スピン軸方向保持装置（K：P）

5．　衛星内部潔境計測詣（HK）

6．　テレメー・タ送信機（TM－SA） 136MH：z送信機（TM－V）

400MHz送信機（T飯一U）
エンコーダ（ENC）

Z　データレコー：ダ（DR）

8．　コマンド受信機（CM－SA） 受　信部（CM－RX）

デコーダ（DEC）

9　　アンテナ（ANT） 156M：Hz／148MHz共用アンテナ（ANT－V）

一4・・MH・アンテナ（ANT－U）
10・　タイマ（MT－SA）
11・　電　　　　源（PS） 　太陽電池（SCP）ll二次電池（BAT＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　電力制御器（PCU）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンバータ（CONV）
　　　　　　　　　　　　　　　　　骨接鰯（JNC）

」＿．．　　　　　　　　　　　　　　！点火系電源（IG－PS）

一6一

（4）実験の経過及び結：果

　．発鮒時刻＝．昭和5q年字耳24日　14時25分

　　打上げ場所3，下京大学塵丁丁宇宙空間観測所．．

　　発二丁茎上下角74・，0。∴，　1．巨・，

　　　　　　　　　方位角　890。

　　琴．ド．侯1快’晴

　　気．，温：　↑♀℃

　　地　上．風：，南々東4m塩．一

　　第1段ロケットは年常な燃焼及び憎しようを響け・発射後1分18

　秒に死ρ切離し憎憎や粘たρζの間・発射後τ，分10秒に電波指令に

　より姿勢基準装置のピッチ姿勢基準角を、1．8度下向きに修正した。発射

　後，1、分1．91秒に第2．段間ケッ♪に装着セちSj．TVC装置及びサイド

　ジェ：ッ．ト葬甲声作動を開始し・同1分2・0秒に第・2段ロケットが下火

レ額S・1．TVC琴置及びサイドジェ・ト装置は・計画ど即発轍

　2分．2．4秒まで正常にロール軸及びヨー軸まわりの制御を行うととも

　．に1姿勢基準琴置の｝「ツチプログラムに従って・ピッチ角の制御を行

　つた。発射後3分12．4酔にSITVq装置の作動は停止されL以後：サ

　イドジェ．ット装母によって三軸御御が貨ウれ：た・肇射俵2分55秒に

’第3段ロケットを打出し方向へ向ける制御が開始され・発射鋒乳分

　5，6秒にはノーズフエ、乳下1ぞ璽開頭が正常に行われた6また町発射後

　3分から5秒間地上から送信された軍波指令により機体軸を1．3度上

　向きに修正した。

　　発射後3分45秒か．うにサイドジェット装置によ・り毎秒1，回転弱の

　スピイが擁体に与え．られ・次いで同5分55秒にスピンモヤタ、が点火

一7一
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　し，毎秒2．06回転のスピンが機体に与えられた。発射段4分4ヴ秒

に電波指令により第2段ロケットが切り離され，同4’ ｪ5：’0私に第3・

段。ケットが点火：喧�T0秒間燃焼した。この結果∴人］三衛星とモ

ータ部が衛星軌道に打ち出されジ発射談6分44秒に入工衛星とモ

　ータ部の切離しが行われた6

　　SRATSからの電波は，東京大学鹿児島宇宙空間観測所ぐ内之浦），

　宇宙開発事業団勝浦電波追跡所，同沖縄懸隔追跡所及び郵政省電波
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
　研究所鹿妻支所に澄いて受信されヂ続いて米国航空宇宙局（醤AS

’A）・あザシチャゴ，キトー，アセンジゴン及びヨハネスブルグの各局

：’ F並びにフランス国立宇宙開発センター（CNES）のクールー及びグ

　ァガドグーの両局で受信された。

　内乏浦に澄ける第1周後の受信は，同日↑・6時5：1’分2；8秒（日本

　標準時）から16時40分22秒（同・）まで行わ鵡S’RATSが軌

　道に乗ったことが確認された。ま：た，その間た飽上から◎電波指令に

　よりヨーヨーデスピナが作動しそ，；人工衛星めスピンは毎秒2．27回

　転がら毎秒0．192回転に低下した。次いで，科学観測用プロ』ブの

　展開を行った結果，衛星のズピンは毎秒α16115回転となったので・

　スピン制御装置を作動させそ衛星のスピンを毎秒0：1’i7’3’回転’まで加

’速した。　h！い’一

　　SR：AτSは’「た“よう（Taiyo，太陽〉」∵と命名され∫・♪国際標

　識1975』014Aか．与えられた。　　　　’層’：∴●”一1’

　　「たいよう」のスピン軸は，地球コロナ等の観測を行っため・地磁

　気を利用して軌道面から軌道面に垂直（ホイールモード）に変更され．

　5月8日にキーピングマグネットの作動を開始してからは衛星のスピン．

一8一’

軸と軌道面法線のなす角は5。以内に保たれている。

　5月20日から3月24日にかけて．地球コロナ・中間紫外放射測定

装置（GMV），太陽X線測定装置（SXR）及び正イオン組成測定

装置CCPI）に用いる高圧電源を電波指令により順次投入し」’衛星

搭載機器がすべて正常に作動することを確認した・

　「たいよう」の内部の環境は極めて安定した状態にあり・科学観測

・を行いつつ，順調に周回を続けている。

　なお，宇宙開発事業団が行った追跡による同衛星の軌道要素は表3

のと溢りであって，近地点高度は255k血（計画値259㎞）・遠地

点高度は3，156㎞（計画値2，854㎞）であった。

表5 第3号科学衛星（SRATS）「たいよう」の軌道要素

基　準　時　刻

軌道長半径（㎞）

離　　心　　率

軌道傾斜角（deg）

昇交点経度（deg）

近地点引数（deg）

平均近地点離角（deg）

周　　　　期（min）

近地点高度（㎞）

遠地点高度（km）

1975年2月24日

　7時50分40秒（世界標準時）

ao75．52

　　0，1784

　31．559

　268．457

　109684

　356．67

　120．325

　255．24

5，135．51

一9一
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2．実験結果の分析

箪二3rロ勿12聯の打珂賜ゆ？禍βITVC装置及

，砲イドジエ・卜装蹴うロ勿の爾醐御平び噸瀬鯛御が

岬喚沸瑚学解偶榔）獅騨騨い軌
道に乗せること噸墜・晒第3号群循皐ρ魂ン制御鋤

．制鱒も瀬ど紡勉れ・嗣蓼邸正常昨軌穿る・

　　したがって・M－3Cロケ沙1徽の打上げ実馳醐の目的を

達成したものと考える。

二佃」

11宇宙開発事業団関係

　　　試験用ロケット2号機の打上げ実験

　1．実験の概要

　（1）実験の目的

　　　　試験用ロ吻ット2号機の打上げ実験は，Nロケット第2段の｛侮鯖～

　　　及び誘導制御系の性能，機能の確認試験並びにロケジトと関連地上設

　　備との整合性の確認試験を行うことを目的としたものである。

　　（2）試験用ロケット2号機の概要

　　　　試験用ロケットは，昭和50年度以降に予定している人工衛星打上

　　　げ用Nロケットの打上げに必要な各種試験を行うことを目的としたも

　　　ので，第1段固体ロケット，第2段液体ロケットの2段式ロケットで

　　　ある。試験用ロケット2号機の形状及び諸元は，それぞれ図5及び表

　　　4に示すと於りである。

　　　　試験用ロケット2号機は，試験用ロケッド1号機と比較して主とし

　　　て次の諸点が異なっている。

　　　①　試験用ロケット1号機の第2段推進系はダミ’一であったが・今回

　　　　の第2段推進系はLE－5型ロケットエンジンのほか推進薬タン．ク，

　　　　気蓄器，配管等の推進薬供給系から構成されている。

　　　②第2段誘導制御系として，ガスジェット制御装置に加えてジンパ

　　　　ル制御装置及び推力中断装置を装備している。
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（3）実験の経過及び結果

発射時刻．：

打上げ場所：

発　射　角3

コ
　
　

　
　
　

　
　

候
温
風

　
　
上

天
気
地

昭和50年2月5日　　15時00分

宇宙開発事業団種子島宇宙センター

上下角’　74．9。

方位角　113．0。

雲　り

15℃

北西　1m／s

　第1段ロケットは，正常な燃焼及び飛しょうを続け，発射後1分

17秒にその切離しが行われた。発射後1分19秒に1・2段段間部

下部に装：着したレトロモータが，また，同1分26秒に1・2段段間

部上部に装着したアレッジモL一タがそれぞれ点火し，正常に燃焼を行

った。ガスジェット制御装置は，第1段ロケットの切離し時から三軸

制御を開始し，予定の時間内に機体をあらかじめ設定された姿勢に制

御した。

　発射後1分30秒から1秒間第2段ロケットの推進薬タンクが予備

的に加圧され，第2段ロケットの点火の準備が行われた。発射後1分

37秒からは，ガスジェット制御装置に加えて，ジンバル制御装置か

作動を開始し，第2段ロケットが点火した。ガスジェット制御装置及

びジンバル制御装置は発射後5分18秒まで，正常にロール軸まわり

の制御を行うとともに，ロケット搭載のプログラマの信号及び地上か

らの電波指令の信号に従ってピッチ角及びヨー角の制御を行った。第

2段ロケットは・正常な燃焼及び飛しょうを続け，発射俵5分13秒

に最高高度約167㎞に達した。発射後4分58秒に地上からの電波

一14一

　　指令によってロケット搭載の推力中断装置が起動され・機軸方向・1り葛・1

　　分が設定値に達した時点（発射俵5分17秒）にエンジンは燃焼を作ll

　　して，ロケットは慣性飛行に移った。

　　．発射後5分18秒にジンバル制御装置の作動は停止され・再び”スジ

　　ェット制御装置が三軸制御を開始した。ガスジェット制御装置は・iE常

　　に・一陣まわりの制艇、節とともに・地上からの電波指令の嗣又

　　は・ク．・ト徽のブ・グラマρ信号に従ってピ・チ角及び一角の棚

）・を行い・露虫吻トは発射後1・分10秒に水平距繍860’㎞の

　　水域に着水したo
l

…：　　この間，ロケット搭載電子装置及び関連地上設俸は正常に作動し・中

　　距離レニダ及び今回始めて使用した誘導レーダによるレーダ追尾・テレ

　　メータ計測並びに光学計測を行った。

　　　な澄，今回の打上げ実験に澄いて，Nロケットの訂上げに備えて即発

　　中の飛行安全計算システムの試験的運用を行った。

2．実験結果の分析

　　試験用ロケット2号機の打上げ実験に澄いては，第2段の推進系が正常

　に作動し，LE－5型ロケットエンジンが3分40秒間にわたって安定し

　燃焼を持続して籾，所期の性能，繍巳が確認された・また・誘導制御

　系も正常に作動し，第2段ロケットの燃焼中及び燃焼停止後の慣性飛行中

　をとおして言寸画に近い飛行を実現して於9・所期の性能・機能が確認され

　た。さらに，ロケットと関連地上設備との整合性が確認され・開発中の飛

行安全計算システムについても入力として光学謡言11データ沖距離匹

　ダデータのほかに今回から誘導レーダデータを用いることによって，泉好

　な試験結果が得られた。

　　したがって，試験用ロケット2号機の打上げ実験は・所期の目的を達成

　したものと考える。
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皿　総合意見．．・・　’一　　　　　　　　一　’・・　い・悟　’・・一

　1．東京大学宇宙航空研究所が打ち上げた伍一3Cロ：ヶラト2号機につい

　　ては，前記のとゑり第5号科学衛星（SRATS’〉の打上げに成功し・

　　同衛星は太陽放射線と地球熱圏との相互作用を研究ずるための各種観測

　　を実施中であり，所期の自的を達成した。’

　　ヅトと関連地上設備との整合性の確認試験が正常に行われ・両三の目的

　　を達成した。

　5　信頼性については，これまでの打上げ実験の成果により・・徐々に高ま

　　つてきていると考えるが，今後さらに新しい要素をとり入れた開発がな

　　されることに鑑みゴゐ層あ努力を期待ナる。
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参考1

昭和49，年度・1な～2月期ロケット打上げ

実験の評価について

昭和5．9年5月26日

宇．宙・開発委員会

　決　　　　　定

　昭和49年度1～2．月期ロケット打上げ実験を評価するため，次により調

査審議を行う、も．のとする。

1．東京大学宇宙航空研究所が行った昭和4．9年度第2次観測ロケット実験

の結果（科学観測の結果を除く。）及び宇宙開発事業団が行った第11回

　ロケット打上げ実験の結果を評価するために必要な技術的事項について調

査審議を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　．・，

・2．　1．の調査審議は，技術部会において行い，昭和50年6月末までに終え

　ることを目途とする。
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参考2

　／

宇宙開発委員会技術部会第一分科会構成員

技術部会長網島　
孝
，

第一分科会長佐．貫　亦、男

　　　　　　　内　田　茂　男

　　　　　　　黒　田　泰　弘

　　　　　　　高　田　茂　俊

　　　　　　　野　村　民　也

　　　　　　　船　川　謙　司

　　　　　　　村　松　金　也

　　　　　　　森　　　大吉郎

　　　　　　　山　内，正　男

　　　　　　　湯　原　仁　夫

　　　　　　　和　田　正　信

　　　　　　（五十音順）

宇宙開発委員会委員

日本大学理工学部教授

名古屋大学工学部教授

宇宙開発事業団システム計画部長

宇宙開発事業団理事

東京夫学宇宙航空研究所教授亀‘

郵政省電波研究所鹿島支所長

宇宙開発箏業団追跡部長

東京大学縮航空研高教授’

科学技術庁航空宇宙技術研究所長

郵政省電波碕究所長

東北大学工学部教授
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